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協議内容・承認事項等（意見の概要）

○運営協議会委員の発言   ●本校教職員の発言

【R6学校教育自己診断について】

＜クロームブックの活用について＞

○クロームブックの活用について、保護者よりも生徒の方が数値が低いのは、デジタルネイティブと呼ばれる世代で、パソコン等の凄

さが意識されないからか。

●それもあるが、授業での活用はほとんどしておらず、どちらかというと予習や復習、課題の配付に使っているからではないか。

●ICTを活用して授業に生かすというよりかは、Googleクラスルームとして一人一台端末を使うことの方が多い。

●春日丘は授業では受験を意識した演習形態の授業も多いので、あまりICTを活用するのは向かない。

●LHR等パソコンを一斉に使用する日に持ってこさせることもあるが、だいたい学年で１台は持ってくる途中で壊れる。

〇Googleクロームはあくまでも手段であり、無理に活用方法を考えなくてもいいのではないか。大学入試は今でも手書きなので、授業

を考えた時に手書きの訓練も一定、必要。

●Googleクロームは重いし、かさばる。昔は調べ物をするのにも良かったのだろうが、今はスマホがGoogleクロームと同じ機能を持っ

ているので、それであればスマホで十分、事足りる。あえて持ってこさせる意味がない。

＜保健指導について＞

〇保護者が保健指導について何をしているか知らない、としているが、何か取り組んでいることはあるか。

●毎月、生徒が「保健だより」を出している。ただ、これは教室掲示なので、あまり保護者にまで情報が届いていないのかもしれな

い。また、健康診断や夏休み前など、要所要所で養護教諭も保健だよりを作成し、生徒に配付している。

＜ノークラブデーについて＞

〇この「ノークラブデー」は、本当に全てのクラブが休みなのか。

●体育館や運動場など、ローテーションで施設を共有している部活の中には、月曜日に活動して、その他の曜日に休む部もあるが、お

およそノークラブデーである月曜日が休みの部活が多い。

＜積極的に行事等の運営に関わっていることについて＞

●授業などでペアワークをしているので、５～10人のユニットについては、積極的に活動する。しかし、30～40人ほどの大きな規模に

なると、まだ難しいのではないか。

〇大人の社会も団体活動が減っているので、それは仕方がないだろう。

〇クラスみんなで、というよりも、気の合う者同士で集まる、というのは最近の大学生でもよく見受けられるので、最近の生徒の気質

も関係あると思う。

＜学校教育自己診断についての要望・意見＞

全部の項目でなくていいので、ある項目だけでも、経年変化を追っていくと、また何か違ったものが見えるかもしれない。この表は昨

年度との比較しか載っていないので、10年くらいの変化を追ってみる項目があってもいい。
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令和 7年７月上旬頃

本校校⾧室

＜国際交流について＞

〇令和７年度は茨木市はミネアポリス市との姉妹都市提携45周年である。もし記念式典などがあれば参加してみてはどうか。特に書道

部などが作品をプレゼントすれば、喜んでもらえると思う。

●ぜひ、協力したい。

【R7学校経営計画について】

＜進学目標について＞

〇国公立合格者数は頭打ちの感じがあるか。

●まだ共通テストの結果しか分からないが、今年の生徒は調子がいい。

●今年から新カリキュラムになるので、情報のように、今までとまた違う科目が入る。それが吉とでるか、どうか。

●この学年は、１年生から３年生まで順調に伸びてきた学年。他校も含めて、２年生ごろに中だるみの時期が出来てしまうことが多い

が、77期はそれがなかった。

〇新カリキュラムなので、どんな問題になるか読めないから、気を抜けなかったということもあるかもしれない。また、昨年度で言え

ば、浪人してしまうと新カリキュラムの学年と一緒になってしまうので、不本意な結果でも進学を選んだいうところもあるのではない

か。

【普通科改革について】

〇今は中学校でも探究をしている。養精中学校でも他市より交流人事で来ている教員がいて、「総合的な学習の時間」で探究をぜひや

りたいと言っているので、やってもらったら、とてもいいものになっている。ぜひ見に来てほしい。子どもたちの順応力と発想の豊か

さに、こちらもハッとする。

次回の会議日程


